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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

3

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度

目標値

56施設
160億円

46.0%

成果

59施設
162億円

46.8%

令和元年度

103,174

103,174

2,232

100,017

925

成果指標
設定理由

①

売上高１億円以上の農産
物直売所数及び売上総

額

①食の゛地消地産の推進"を図るため、機能強化する主な農産物
直売所数及び総売上額を拡大する。
②学校給食における県産食材の積極的な活用を促進し、利用割
合を高め、食育を推進する。

備考

合計 1.80 230,329 155,790 103,174

99,213
地域が輝く信州農業６次産
業化推進事業

６次産業化を目指す人材の育成及び相談対応等によるサ
ポート活動、食育活動の支援

0.80 229,026 155,515

信州・食の゛地消地産"推進
事業

直売所を介したホテル・旅館等での信州産食材利活用の
検討及び給食事業者向けの献立講習会の開催

0.90 1,000 154 3,412

地域食料自給圏実証実験
事業

地域内加工品の試作・消費の検討 0.10 303 121 549

No
プロジェクト

細事業名 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度 令和元年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

目標に対する

成果の状況

①（成果集計中）県産食材の供給拠点とした直売所の取組が高まった。
②教育委員会等と連携し、給食事業者に対し県産食材の情報提供や利活用の啓発、献立づくりの講習会などにより県産食
材の利用割合は目標値を達成した。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

①ホテル・旅館等への県産食材の安定供給を図るため、直売所を活
用した物流の仕組みづくりが必要である。
②給食事業者での県産食材利用率の伸びが鈍化しているため、更な
る地域食材活用の工夫などに着目した啓発が必要である。

①ホテル・旅館等への県産食材の供給をする仕組みづくりとと
もに、需要に対応した農産物直売所の機能強化を進める。
②給食事業者での県産食材の利活用を高めるための情報提
供や献立づくりの支援をする。

 概算人件費 （Ｃ）

 概算事業費（B（A）+C）

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

88,514 155,790

1.80 1.80

14,584

103,098

14,792

170,582

1.80

14,792

117,966

215,763

0 0

当初予算
No 成果指標 29年度

達成状況

　県　債
②

学校給食における県産
食材の利用割合

8,033 1,303
45.9% 達成

165,042

-74,883

90,159

230,329

-13,263

217,066

事業番号 09 02 02

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

・農産物直売所の機能強化等により、地域で使用する農畜産物が安定的に供給される環境が整備されている。
・県内のホテルや飲食店等で、信州農畜産物が積極的に利用され、地域の風土や食文化とともに観光資源の一翼を担う。
・県産農産物を活用した６次産業化に取組む農業者の所得が向上し、地域活性化が図られている。

（主な実施内容：　ホテル等での地消地産の推進、６次産業化を目指す人材の育成及び相談対応等によるサポート活動　など）

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金

58施設
162億円

達成

　その他

現状
(予算編成時)

・地域内経済循環等の観点から、飲食店や旅館・給食などの県内実需者における地元農畜
産物の利用を拡大していくことが必要となっている。
・６次産業化による農産物の高付加価値化とさまざまな販路拡大支援策により、農業者等の所
得向上を図っている。

82,126

30年度
決算額

155,790 千円

職員数 1.80 人

marketing@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 農業の6次産業化と地消地産を推進する事業

部局 農政部 課・室 農産物マーケティング室

実施期間 H25 E-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標 【労働生産性】

総合的に展開する
重点政策

2-2 地域内経済循環の促進

1/2



2/2

事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

09 02 02

29年度

信州・食の”地消地産”推進事業
ホテル・旅館等での信州産食材活
用促進

直
接

食の地消地産に取り組む事例発表会の開催
直売所を介したホテル・旅館等での信州産食材利活用の
検討を推進

計画通り
○

7,240 710 710 55

信州・食の”地消地産”推進事業
ホテル・旅館等での信州産食材活
用促進

委
託

― ― 　 0 4,500 0 0

信州・食の”地消地産”推進事業
「食の拠点」化による直売所機能
強化推進研究会

直
接

― ― 　 0 1,200 0 0

信州・食の”地消地産”推進事業
学校給食等での信州産食材利用拡
大の検討・アプローチ

直
接

学校給食等での信州産食材利用拡大の検討・アプローチ
県産食材を活用した給食の献立づくり講習会を開催（計
2回）

計画通り
○

0 290 290 99

地域食料自給圏実証実験事業 地域食料自給圏実証実験事業
直
接

推進会議の開催等 実証実験作物の加工品における試作や消費の検討を推進
計画通り

○
293 501 303 121

地域が輝く信州農業６次産業化推
進事業

地域が輝く信州農業６次産業化推
進事業

補
助
金

信州６次産業化推進協議会による一貫した支援
６次化総合事業化計画認定や商品力向上に向けた研修会
等を計15回実施

計画通り
○

23,009 26,734 26,734 -5,435 20,340

地域が輝く信州農業６次産業化推
進事業

地域が輝く信州農業６次産業化推
進事業

補
助
金

信州６次産業化推進事業補助金
６次産業化整備事業３件、食育関連推進事業等８件を支
援

計画通り
○

134,500 202,292 202,292 -7,828 135,175

　

　

　

　

　

　

　

　

165,042 236,227 230,329 -13,263 155,790合　　　　計

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

3

1

細事業
No

1

1

3

1

項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定）

農政部 農産物マーケティング室課・室農業の6次産業化と地消地産を推進する事業

30年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)

2


